
　

富
倉
地
区
滝
ノ
脇
出
身
の

故
丸
山
邦
雄
氏
は
、
か
つ
て
中

国
東
北
部
に
存
在
し
て
い
た
満

州
国
に
お
い
て
、
戦
前
の
大
陸

政
策
の
要
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

多
く
の
開
拓
団
や
青
少
年
義

勇
軍
が
、
戦
後
の
混
乱
で
多
数

の
犠
牲
者
を
出
し
な
が
ら
現
地

に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
現
状
を

打
開
す
る
た
め
、
仲
間
２
人
と

と
も
に
自
ら
の
命
を
顧
み
ず
奔

走
し
、
つ
い
に
１
０
５
万
人
余

の
早
期
帰
国
を
実
現
さ
せ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
偉
業
は
一
部
の
人

た
ち
の
中
で
は
伝
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
丸
山
邦
雄
氏

の
三
男
で
ア
メ
リ
カ
在
住
の

ポ
ー
ル
・
邦
昭
・
丸
山
氏
が
執

筆
、出
版
し
た
「
E
s
c
a
p
e 

f
r
o
m 

M
a
n
c
h
u
r
i
a 

（
満
州 

奇
跡
の
脱
出
）」
の
中
で

詳
細
に
書
か
れ
、
さ
ら
に
そ
れ

を
題
材
と
し
た
N
H
K
ド
ラ

マ
「
ど
こ
に
も
な
い
国
」
が
放

映
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国

の
人
々
が
そ
の
史
実
を
知
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
史
実
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
後
世
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

地
元
富
倉
地
区
か
ら
の
要
望
を

受
け
て
有
識
者
に
よ
る
丸
山
邦

雄
氏
顕
彰
検
討
委
員
会
が
発

足
し
、
同
委
員
会
の
答
申
を
経

て
飯
山
駅
前
公
園
に
顕
彰
碑
と

し
て
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

完
成
記
念
式
典
は
昨
年
実

施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
度
々
延
期
さ
れ
、

よ
う
や
く
令
和
３
年
７
月
10

日
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
式
典
は
最
初
に
飯
山

市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
に
お

い
て
、
前
出
の
ド
ラ
マ
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
た
中
村
高

志
氏
、
お
よ
び
満
蒙
開
拓
平
和

記
念
館
館
長
の
寺
沢
秀
文
氏

の
両
者
に
よ
る
記
念
講
演
を
行

い
、
会
場
を
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
あ

る
飯
山
駅
前
公
園
に
移
し
て
除

幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
丸
山
邦

雄
氏
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、
恒
久
平
和
の
象
徴
と
し

て
末
永
く
私
た
ち
を
見
守
っ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
飯

山
市
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
る
猪

瀬
清
四
朗
氏
に
よ
り
制
作
さ
れ

ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ン
ズ
像
の
背
面
に
は
、

概
略
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
も
お
近
く
に
来
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
建
立
に
あ
た
り
、

市
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ま
方
か

ら
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

丸
山
邦
雄
顕
彰
碑
完
成
記
念
式
典

丸
山
邦
雄
顕
彰
碑
完
成
記
念
式
典

「
至し

せ

い誠
は
天
に
通
ず
」

特別展『正受老人三百年遠
おん

諱
き

記念展』　ギャラリートークが行われました！

8/28（土）10:00 ～（90 分ほど）

　長瀬哲さんのお話を聞いて一緒に作品を鑑賞します。事前予
約、参加料は不要ですが、入館料が必要です。皆さまのお越し
をお待ちしています。

大好評につきギャラリートーク２回目を行います！

 9/14（火）～ 17（金）は、展示替えのため、臨時休館とさせていただきます。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
 （9/13（月）は通常の月曜休館です）　　■お問合せ先　飯山市美術館　☎ 62-1501

【臨時休館のお知らせ】

猪瀬清四朗氏（写真左）に足立市長から感謝
状が贈られました。

満蒙開拓平和記念館館長の寺沢秀文氏による
講演

「どこにもない国」プロデューサーの中村高志
氏による講演

丸山邦雄氏の長女マリアン・丸山氏（写真右から５番目）もおいでいただきました。

第４２回 飯山市 舞台部門参加者募集!!
　青少年の芸術文化活動を発表する機会を通じ、芸術文化に対する関心を高め、青少年の健全な育成と市民文
化の高揚を図る目的で、飯山市青少年芸術祭を開催いたします。

■期　　日　11月 3日（水）（文化の日）【舞台発表の部】
■会　　場　飯山市文化交流館なちゅら 大ホール 
■開催部門および種目【舞台発表の部】
　●音楽部門（合唱、吹奏楽、合奏等）　●芸能部門（民俗芸能等）
　●演劇部門（児童劇、人形劇等）　●舞踏部門（ダンス、民踊、バレエ等）
■参加資格 原則として市内の小中学生、高校生で構成する
  クラブ、学校および民間活動グループとする。
■申 込 先 飯山市公民館（62-3342）
■申込締切 ９月 13日（月） 　

飯山雪国大学教養講座・飯山雪国大学女性セミナー共催飯山雪国大学教養講座・飯山雪国大学女性セミナー共催飯山雪国大学教養講座・飯山雪国大学女性セミナー共催

洗濯王子が教える！「５つ」の洗濯新常識
　伊那市のクリーニング会社「芳洗舎」３代目。「洗濯から、セカイを変える」とい
う信念のもと、2006 年から「洗濯アドバイス」という分野を切り開いてきたパイ
オニア。「衣・食・住」における「衣文化」の革新に洗濯の側面から取り組み「洗濯
王子」の愛称で、テレビ・雑誌など各種メディアにも多数出演の中村祐一氏が、洗
濯から考えるよりよい暮らし方の提案をします！

マスク着用、入口で消毒・検温をお願いします。
■お問合せ先　飯山市公民館　☎ 62-3342
マスク着用、入口で消毒・検温をお願いします。
講師：洗濯家　中村　祐一　氏

中村　祐一　氏

　飯山市美術館で開催中の特別展「正受老人三百年遠諱記念展」
を会場に８月 1日、ギャラリートークが行われました。飯山の
歴史に詳しい長瀬哲さんから、飯山の宝である正受老人と正受
庵についてお話していただきました。参加された皆さんが熱心
に話に聞き入り、改めて、正受老人や正受庵を大切にする心、
後世に残し伝える大切さを感じる機会となりました。特別展『正
受老人三百年遠諱記念展』は 9月 12日（日）までです。

濯から考えるよりよい暮らし方の提案をします！
期日： 9月10日（金）　13:30 ～15:50（開場13:00）
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小
学
校
の
夏
休
み
が
始
ま
っ

た
７
月
下
旬
、
小
学
生
の
息
子

を
誘
っ
て
飯
山
駅
前
に
建
立
さ

れ
た
丸
山
邦
雄
氏
の
顕
彰
碑
を

見
に
行
き
ま
し
た
。
像
の
穏
や

か
な
表
情
か
ら
は
、
戦
後
の
混

乱
時
に
満
州
に
取
り
残
さ
れ
た

多
く
の
日
本
人
の
引
揚
に
尽
力

し
た
と
い
う
丸
山
氏
の
温
か
さ

と
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
顕
彰
碑
を
見
た
後
は
、
飯
山

市
ふ
る
さ
と
館
に
移
動
し
、
北

信
濃
の
海
外
移
民
を
テ
ー
マ
に

し
た
企
画
展
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
丸
山
氏
の
ほ
か
、

当
時
の
太
田
小
学
校
長
で
開
拓

団
下
水
内
郷
の
団
長
を
務
め
た

田
中
勇
治
氏
、
富
倉
出
身
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
人
学
校
長
を

務
め
た
上
野
信
重
氏
に
つ
い
て

も
展
示
が
あ
り
、
改
め
て
当
時

の
移
民
政
策
や
戦
争
が
、
こ
の

地
域
の
歴
史
に
深
く
関
わ
り
が

あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
私
自
身
が
満
蒙
開
拓
の
歴
史

に
つ
い
て
認
識
し
た
の
は
大
人

に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
子
ど

も
の
頃
は
、
戦
争
と
い
え
ば
原

爆
投
下
さ
れ
た
広
島
・
長
崎
、

大
空
襲
を
受
け
た
東
京
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
、
飯
山
に
は
あ

ま
り
関
係
の
な
い
話
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
満
蒙
開
拓
の
歴
史
に
触

れ
、
こ
の
地
域
か
ら
も
多
く
の

人
が
異
国
に
渡
り
、
敗
戦
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
と
い

う
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り

真
面
目
な
話

外
様
地
区
専
門
部
員　

二
ノ
宮　
国
明

ま
し
た
。
痛
ま
し
い
事
実
で
は

あ
り
ま
す
が
、
戦
争
を
身
近
な

問
題
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

　
長
野
県
は
多
く
の
人
が
開
拓

団
と
し
て
満
州
に
渡
り
悲
惨
な

体
験
を
し
た
た
め
、
そ
の
歴
史

に
つ
い
て
あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
今
回

一
緒
に
見
学
し
た
４
年
生
の
息

子
に
は
ま
だ
難
し
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
飯
山
の
子
ど

も
た
ち
に
顕
彰
碑
を
見
て
も
ら

い
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い

ま
す
。

北信地方の青少年義勇軍と満州　―夢を創った社会―北信地方の青少年義勇軍と満州　―夢を創った社会―
県立歴史館の信州学出前講座 in 飯山

　8月 22 日まで県立歴史館で開催中の企画展「青少年義勇軍が見た信州」を
担当された大森専門主事（飯山市出身）から講演をいただきます。

◇日　時　　9月11日（土）13:30 ～15:00（開場13:00）
◇会　場　　飯山市公民館 講堂（入場無料）
　　　　　　マスク着用、入口で消毒・検温をお願いします。
◇問合先   　飯山市ふるさと館　☎ 67-2030

　飯山市域の西側に広がる斑尾山の東山麓は、今日ではス
キー場をはじめとする一大リゾート地として広く親しまれ
ています。
　そんな東山麓には、平安時代の頃には発達した交通網が
広がり、たくさんの人や物が行きかい、その後も人々の暮
らしが連綿と続いてきました。そしてまた、かつては敬虔
（けいけん）な仏教信仰が根付いていたことも、今に伝わ
る資料からうかがい知ることができます。
　今日に伝わるさまざまな資料から、往時をしのび、その
歴史や文化を学ぶきっかけとなれば幸いです。

～交通・信仰・かつてあった暮らし～

飯山市ふるさと館　秋季企画展のお知らせ

「斑尾山東山麓の歴史と文化」
期間　9月18日（土）～11月28日（日）

ふるさと館たいけん工房⑥　参加者募集！！

◇日　時　　9月 18日（土）10:00 ～ 11:30
◇対　象　   市内小学生～（大人・親子もご参加いただけます）20名
◇参加費   　無料
◇申込締切　9月 12日（日）
◇申込先   　飯山市ふるさと館　☎ 67-2030　

　縄文人になりきって、本気の火おこしにチャレンジ！弓矢で獲物をゲットし
たら、天然の繊維ではたおりもやってみましょう。さ～て、どんなものが出来
上がるかな？

～レッツ火おこし・弓矢でゲット！
　　　自然の素材で、はたおりも～

期間　9月18日（土）～11月28日（日）
休館日：月曜日（月曜が祝日の場合は翌日休館）

　
７
月
２
日
に「
水
の
学
習
会
」

が
木
島
公
民
館
・
飯
山
市
公
民

館
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
講
師
の
長
坂
崇
頼
氏
（
樽
川

水
系
管
理
組
合
長
・
山
水
元
神

社
宮
司
）
よ
り
、
樽
川
水
系
か

ら
の
水
利
権
を
得
る
歴
史
に
つ

い
て
、
当
時
の
資
料
を
基
に
説

明
い
た
だ
い
て
か
ら
深
沢
分
水

口
を
見
学
、
そ
の
あ
と
カ
ヤ
ノ

平
ま
で
行
き
、
堰
（
せ
き
）
の

観
察
を
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
雨
に
当
た
る
こ
と
も

　
7
月
18
日
に
恒
例
の
富
倉

峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
柳
原
公
民

館
・
飯
山
市
公
民
館
と
の
共
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
親

子
連
れ
や
一
般
の
参
加
者
で
賑

な
く
、
木
島
小
学
校
４
年
生
と

一
般
の
方
あ
わ
せ
て
32
名
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
長
坂
氏
や
佐

藤
公
民
館
主
事
の
説
明
を
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
木
島
地
区
に
広
が
る
水
田
を

潤
す
水
は
、
カ
ヤ
ノ
平
に
造
ら

れ
た
大
沢
堰
か
ら
樽
川
の
支
流

に
注
が
れ
、
ふ
も
と
ま
で
流
れ

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の

水
を
得
る
た
め
に
、
先
人
た
ち

が
奔
走
し
た
歴
史
な
ど
を
学
ぶ

「
木
島
、
水
の
学
習
会
」
を
通

じ
て
、
普
段
当
た
り
前
に
使
っ

て
い
る
水
の
大
切
さ
を
改
め
て

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

木
島
、

水
の
学
習
会

　
　
　
　
開
催

（
木
島
公
民
館
＆

　
飯
山
市
公
民
館
共
催
事
業
）

富
倉
峠

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
開
催

わ
い
、
役
員
を
入
れ
て
総
勢

49
人
と
い
う
人
数
に
な
り
ま
し

た
。
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ
り
古

道
の
草
刈
り
が
行
わ
れ
、
こ
の

後
に
館
長
ら
を
先
頭
に
し
た
子

ど
も
た
ち
が
歩
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
柳
原
地
区
の
上う
わ

新し
ん

田で
ん

か
ら
峠
の
掘
割
り
に
向
か

い
、お
昼
を
食
べ
て
、関
屋
ま
で
。

上
新
田
や
関
屋
で
は
現
地
講
師

に
よ
る
お
話
が
あ
り
、
昔
の
暮

ら
し
や
そ
の
後
の
移
り
変
わ
り

な
ど
見
聞
を
深
め
ま
し
た
。

（
柳
原
公
民
館
＆

　
飯
山
市
公
民
館
共
催
事
業
）

【筆者紹介】
外様公民館で専門部員２年目になりました。昨年に
引き続きマイオピニオンの執筆を快く引き受けてく
れました。　　　　　　　　　（外様公民館）

「縄文☆体験してみよう！」
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講師：大森　昭智　氏
（長野県立歴史館専門主事）

昭和 40年代の斑尾山麓（松澤芳弘氏撮影）

火、つくかな？

▶
倉
下
川
分
水
桝
を
の
ぞ
き

込
む
参
加
者
た
ち

富倉峠（掘割）にて記念撮影



祝　ハイチーズ！

長いスゲを刈り取りました。

２年振りに開催できました。

　

飯
山
市
を
中
心
と
し
た
岳

北
地
域
や
、
境
を
接
す
る
新
潟

県
の
一
部
に
も
広
く
伝
承
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
地
域
の
盆
踊
り
の
代

表
と
い
わ
れ
る
。
軽
快
な
テ
ン

ポ
と
即
興
混
じ
り
の
音
頭
取
り

が
特
徴
的
。戸
隠
に
伝
わ
る「
宜

澄
（
せ
ん
ち
ょ
う
）
踊
り
」
の

一
部
と
旋
律
が
似
て
い
る
た
め
、

戸
隠
修
験
の
行
者
た
ち
に
よ
っ

て
広
ま
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

今
日
で
も
飯
山
市
や
木
島
平

村
、
長
野
市
な
ど
に
保
存
会
が

あ
り
、
各
地
の
祭
事
な
ど
で
披

露
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
す
踊
り

2021年10月24日（日）14：00開演（13：30開場）
入場料：一般 2,000 円 / 高校生以下1,000 円（全席指定・税込）
　　　  ※未就学児のご入場はご遠慮ください。
出　演：松田華音（ピアノ）
会　場：飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）
プレイガイド：飯山市文化交流館なちゅら ほか
チケット発売日：８月21日（土）9時～
お問い合わせ：飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　　　☎ 67-0311（9 時～22 時・火曜日休館）
主催：飯山市／飯山市教育委員会
※新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインに基づき、
　感染拡大防止対策を講じて開催いたします。
※ご来館当日はご自宅で検温し、発熱や咳・咽頭痛など風邪症状の
　ある方、体調の優れない方は来館をお控えください。

６歳で芸術王国ロシアに渡り、ロシア最高峰の名門音楽学校のピアノ科に
第一位で入学。最高のピアノ教育を受け、国際ピアノコンクールのグラン
プリを受賞するなど、若くして才能を開花させたピアニスト松田華音。
2019 年 6月にはモスクワ音楽院を首席で卒業しモスクワ音楽院大学院に入
学、2021 年 6月修了。 
国内外のオーケストラと共演を重ね、世界を舞台に活躍する美しき天才に
よる華麗なる演奏にご期待ください。

松田華音 -MATSUDA KANON-

ピアノ・リサイタル
～ロシアが認めた才能が魅せる旋律～

♪プログラム
■ドビュッシー：前奏曲 第１巻
■ショパン：
　スケルツォ 第１番 ロ短調 　作品20
　スケルツォ 第２番 変ロ短調 作品31
　スケルツォ 第３番 嬰ハ短調 作品39
■ラフマニノフ：絵画的練習曲「音の絵」
　作品33より 第２番、第５番、第６番、第７番
　作品39より 第１番、第９番
　 ※曲目は変更になる場合があります。

ⒸAyako Yamamoto

◇
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
交
流
会
開
催

　
７
月
４
日
に
８
字
町
、
28
チ

ー
ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ

り
の
天
候
で
し
た
が
、
２
年
振

り
の
開
催
に
コ
ー
ス
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
　

◇
秋
津
地
区
球
技
交
流
大
会

中
止
の
お
知
ら
せ

８
月
22
日
㈰
に
予
定
し
て
お

◇
ス
ゲ
刈
り
の
実
施

外
様
公
民
館
の
共
催
事
業

で
、
12
月
５
日
㈰
に
開
催
予
定

の
「
し
め
縄
を
作
ろ
う
」
の
材

料
と
な
る
ス
ゲ
刈
り
を
民
生
児

童
委
員
と
公
民
館
で
７
月
12
日

に
行
い
ま
し
た
。

梅
雨
の
時
季
特
有
の
ジ
メ
ジ

メ
と
蒸
し
暑
い
中
、
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
稲
刈
り
鎌
で
丁
寧

り
ま
し
た
秋
津
地
区
球
技
交
流

大
会
は
、
７
月
７
日
に
開
催
し

た
集
落
公
民
館
長
会
議
に
お
い

て
「
中
止
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

飯
山
市
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
む
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
変

異
型
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
等
を

考
慮
し
て
の
決
定
と
な
り
ま
し

た
。
３
年
続
け
て
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
来
年
度
は
開
催
で

き
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。

◇
草
取
り
作
業
を
実
施

７
月
21
日
の
夕
方
、
南
瑞

方
面
有
志
と
、
湯
の
入
荘
・
活

性
化
セ
ン
タ
ー
職
員
も
加
わ
っ

て
、
ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
脇
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の

草
取
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
ま
で
炎
天
下
が
続
き
ま
し

た
が
、予
定
時
刻
の
少
し
前
に
、

ほ
ん
の
少
し
だ
け
雨
が
ぱ
ら
つ

い
た
の
で
、
ほ
こ
り
は
立
た
な

く
て
済
み
ま
し
た
。
例
年
で
あ

れ
ば
、
公
民
館
で
反
省
会
が
実

施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

回
は
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
収
束
し
な
い
こ
と

か
ら
、
全
員
に
よ
る
反
省
会
は

せ
ず
に
解
散
し
ま
し
た
。

◇
区
民
親
睦
ツ
ア
ー
開
催

７
月
10
日
丸
山
邦
雄
顕
彰

碑
完
成
記
念
式
典
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。

戦
後
の
混
乱
期
に
満
州
か
ら

の
日
本
人
引
き
揚
げ
に
多
大
な

る
ご
尽
力
を
さ
れ
た
功
績
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
、
富
倉
地

区
滝
ノ
脇
出
身
の
丸
山
邦
雄

氏
の
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
雨
の
心
配
も
し

ま
し
た
が
、
天
も
味
方
し
て
く

れ
、
晴
れ
間
の
中
、
22
名
で
除

幕
式
へ
参
列
し
て
き
ま
し
た
。

改
め
て
そ
の
偉
大
さ
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

◇
富
倉
地
区
敬
老
会

長
い
間
、
社
会
・
家
庭
の
た

め
に
尽
く
さ
れ
た
皆
様
に
敬
意

太
田
公
民
館

☎ 

65
4
5
7
9

富
倉
公
民
館

☎ 

67
2
1
3
6

飯
山
公
民
館

☎ 

62
3
3
4
2

外
様
公
民
館

☎ 

62
1
０
２
９ 

常
盤
公
民
館

☎ 

62
3
2
0
0

瑞
穂
公
民
館

☎ 

65
2
5
0
1 

秋
津
公
民
館

☎ 

62
2
3
3
0

と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
長
寿
の

お
祝
い
を
い
た
し
ま
す
。

日
時　
９
月
24
日
㈮

　
　
　
　
　

  

午
後
２
時
か
ら

場
所　
富
倉
地
区
活
性
化

　
　
　
　
　

  

セ
ン
タ
ー
１
階

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
て
い
る
場
合
は
中

止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

に
刈
り
取
り
、
雑
草
を
取
り
除

き
、
束
に
し
て
活
性
化
セ
ン
タ

ー
に
運
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
突
然
の
雨
や
、
お

日
様
の
具
合
を
気
に
し
な
が
ら

２
、３
日
か
け
て
干
し
た
り
取

り
込
ん
だ
り
し
て
、
甘
い
干
し

草
の
匂
い
が
す
る
、
少
し
青
み

が
か
っ
た
カ
ラ
カ
ラ
の
ス
ゲ
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
大
運
動
会
中
止
　
　

の
お
知
ら
せ

８
月
29
日
㈰
に
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
た
常
盤
地
区
大
運

動
会
は
、
７
月
13
日
の
集
落
公

民
館
長
会
で
協
議
し
た
結
果
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
す

る
こ
と
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

９
月
20
日
㈪
の
敬
老
の
日

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
常

盤
地
区
敬
老
会
も
、
７
月
20

日
の
実
行
委
員
会
で
協
議
し
た

結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中

止
す
る
こ
と
と
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
対
象
者
に
は
記
念

品
を
配
布
す
る
こ
と
も
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

◇
敬
老
会
・
合
同
金
婚
式

敬
老
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策

の
一
環
で
中
止
し
ま
す
。

金
婚
式
は
９
月
26
日
㈰
に
太

田
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

金
婚
式
は
ご
結
婚
50
周
年

の
ご
夫
妻
に
ご
案
内
す
る
予
定

で
す
が
、
招
待
の
把
握
は
、
民

生
委
員
さ
ん
に
よ
る
聞
き
取
り

に
頼
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
漏
れ
落
ち
に
よ
り
「
金
婚

式
の
年
な
の
に
案
内
が
届
か
な

い
」
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
の
合
同
金
婚
式
は
昨

年
の
該
当
者
に
加
え
左
記
の
ご

夫
妻
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

①
昭
和
46
年
12
月
末
ま
で
に

　
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
妻

②
昭
和
46
年
以
前
に
ご
結
婚

さ
れ
た
ご
夫
妻
で
、
ま
だ
合

同
金
婚
式
に
招
待
さ
れ
て
い

な
い
ご
夫
妻

太
田
地
区
在
住
の
方
で
①
②

に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
担
当
民

生
委
員
も
し
く
は
太
田
公
民
館

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
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2017 年飯山で開催された「信越からす踊り大会」
の様子



◇9月図書館カレンダー ◇

1 水 移動図書館車①北原 ･常盤
2 木 10:30絵本とわらべうたの会
3 金 移動図書館車④太田 ･富倉
4 土
5 日 10:30 ～おはなしひろば
6 月 休館日
7 火
8 水 移動図書館車③温井 ･秋津
9 木 10:30絵本とわらべうたの会
10 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
11 土
12 日 10:30 ～ブックスタート
13 月 休館日
14 火
15 水 移動図書館車①北原 ･常盤
16 木 10:30絵本とわらべうたの会
17 金 移動図書館車④太田 ･富倉
18 土
19 日 10:30 ～おはなしひろば
20 月
21 火 休館日（祝日振替）
22 水 移動図書館車③温井 ･秋津
23 木
24 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
25 土
26 日 10:30 ～おはなしひろば
27 月 休館日
28 火
29 水 移動図書館車①北原 ･常盤
30 木 10:30絵本とわらべうたの会

■の日は休館です

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

✿開館時間と休館日✿
 【開館時間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
     土・日・祝      9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日）　
　 年末年始 ・ 蔵書整理期間等

図書館
ニュース

7月 16 日 第五代目移動図書館車
「ゆきつばき号」の出発式を行いました

◀
携
帯
電
話
版

◀
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版

　

平
成
21
年
か
ら
運
行
し
て
い

た
四
代
目
の
移
動
図
書
館
車
は

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、

こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
車
両
を

更
新
し
ま
し
た
。

　
出
発
式
に
先
立
ち
新
車
両
の

安
全
祈
願
を
行
い
、
続
い
て
式

に
は
来
賓
と
し
て
渋
川
市
議
会

議
長
、
小
沢
図
書
館
協
議
会

長
職
務
代
理
、
デ
ザ
イ
ン
画
採

用
者
の
徳
永
麗
美
さ
ん
に
ご
参

列
い
た
だ
き
足
立
市
長
、
松
木

教
育
長
と
と
も
に
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

徳
永
さ
ん
に
謝
意
を
表
す
る
た

め
、
足
立
市
長
よ
り
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
ゆ
き
つ
ば
き
号
の
車

体
に
は
、
赤
い
ユ
キ
ツ
バ
キ
の

花
と
黄
色
の
菜
の
花
が
描
か
れ

て
お
り
、
徳
永
さ
ん
に
よ
る
と

「
飯
山
と
い
え
ば
菜
の
花
。
飯

山
に
訪
れ
た
際
に
見
た
菜
の
花

が
綺
麗
で
印
象
深
か
っ
た
の
で

描
き
ま
し
た
。」
と
の
こ
と
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま

で
親
し
み
や
す
く
、
本
を
読
む

と
き
に
心
が
温
か
く
な
る
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
徳
永
さ
ん
は
現
在
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
飯

山
市
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
内

山
紙
の
伝
承
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
車
両
更
新
に
伴
い
、
積

載
し
て
い
る
書
籍
等
も
す
べ
て

新
し
く
入
れ
替
え
ま
し
た
。
巡

回
日
程
お
よ
び
停
車
場
所
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
新
し

く
な
っ
た
移
動
図
書
館
車
を
ご

覧
に
な
り
に
お
近
く
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▲最後の運行へ向けて出発する四代目

　図書館で所蔵している資料であれば、ホームページから
インターネット予約ができます。
　（ただし、最新号の雑誌やＤＶＤはご予約できません）　
　予約された資料がご用意できましたら、メールにてお知らせ
いたします。１週間以内のご来館をお願いします。

　なお、初めてご利用される方は登録が必要になりますので
カウンターで手続きをお願いします。

　詳しくは職員までお問い合わせください。《図書館☎62-1118》

図書予約システムを活用してみませんか!?
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ようこそ

図書館へ vol.4

　

平
成
21
年
11
月
か
ら
運
行

を
開
始
し
た
四
代
目
ゆ
き
つ
ば

き
号
が
引
退
し
ま
し
た
。

　

約
11
年
半
に
わ
た
り
市
内

を
巡
回
し
本
を
届
け
て
く
れ
ま

し
た
。
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。 お

つ
か
れ
さ
ま
四
代
目

【絵本とわらべうたの会】
お休みのお知らせ

9 月 23 日 （木 ・ 祝）

 

　マップアプリを使っても迷う。町
を出て最初の一歩を勘で歩きはじめ
る、駐車場に停めた自分の車を探し
出せない…。方向音痴の人はこれら
に共感する方が多いのではないで
しょうか。方向音痴の人は迷うこと
で時間をロスし、知らない所へ出か
けるのが億劫になりがち。本書は重
度の方向音痴である著者が、4人の
専門家から話を聞き方向音痴を克服
するために悪戦苦闘するエッセイで
す。この本を読めば方向音痴を克服
するコツが得られ、町ブラを楽しめ
るようになるかも。

方向音痴って、　　　
なおるんですか？　
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祝日振替休館について

9月 21日㈫ 休館
とさせていただきます

※20日（月・祝）は開館します
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